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関 d岳、
守司係 j去

規 則
。人事院規則9 1 7  （ 俸給の 特別調整額）

の一部を改正す る 人 事院規則 （ 人事院9
- 1 7 - 19) 

7 ・ 1

0人事院規則9 -55 （ 特別勤務手当等） の

一部を改正す る 人 事院規則 （ 同 9 - 55 -

1 1) 

7 ・ 1

諸 議AQ
宮

昭和63年度第8回補導協議会（ 7 月 4 日 ）

（審議事項）

( 1 )  黒 田 講堂の改築 に 伴 う 諸問題 について

昭和63年度第3回附属図書館商議会（ 7 月 7 日 ）

（審議事項）

(1 )  昭和63年度図書購入費配分について

(2) 学外者 に対す る 館外貸出基準 について

昭和63年度第6回学寮補導委員会（ 7 月 8 日 ）

（審議事項）

( 1 )  寄宿料の 改定問題 について

昭和63年度第9回補導協議会（ 7 月 1 1 日 ）

（審議事項）

( 1 )  黒田講堂の改築 に 伴 う 諸問題について

昭和63年度第5回入学試験管理委員会・第5回入学者

選抜方法検討委員会合同委員会（ 7 月 12 日 ）

（審議事項）

(1) 昭和64年度 入学試験問題作成委員について

(2) 昭和64年度富 山 大 学学生募集要項 （ 案） について

(3）新テス ト （ 仮称） について

昭和63年度第5固評議会（ 7 月 1 2 日 ）

（議 題）

(1 )  黒 田 講堂改築 に 係 る 対応について

昭和63年度第2固トリチウム科学センター運営委員会

( 7 月 20 日 ）

（審議事項）

(1 )  昭和62年度運営費決算書 （ 案） について

(2) 昭和63年度運営費予算書（ 案） について

昭和63年度第6回評議会（ 7 月 22 日 ）

（審議事項）

(1 )  臨時教育審議会答申で提言さ れ た テ ス ト （ いわ

ゆ る 新テスト） へ の 参加 の 可否について

昭和63年度第3回事務協議会（ 7 月 27 日 ）

（議 題）

( 1 )  当面 の 諸問題 について
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： ＠ 遅庁， 退室の際には， 戸締りの徹底・電気， ガス ； 
： の消し忘れ， タバコの吸般の後始末に十分注意し， ； 
； 盗難の防止・火災の予防に心がけましょうグ ； 

： ＠ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しましょ ！ 
！ うグ ； 
、・・－·－·－－－－－－－－－－－·－·－－－·－－－・・・・・・・e・・・・e・・－－－・e・e・－－－・e・－－－・e・＿... 

： ＠ 構内での自動車等の運転は， 教育・研究に支障を ； 
： 来さないよう安全運転に努め定められた交通方法， ! 
； 歩行者の安全及び騒音防止に努めましょうグ ； 
」e・e・－－－－・e・－－－－－・e・－－－－－・e・－－・e・e・·－－－・e・·－－・e・－－－・e・－··－·・＿＿＿... 

品L色手 事

昭和64年度富山大学入学者選抜に関する要項を発表

に お い て ， 選抜期日を統ーしたこ と 。

第297号

本学 は ， 昭和64年度富山大学入学者選岐に関する要

項 を 7月11 日 (lj)に次の と お り 発表 し ま し た。

昭和63年度と の 主 な 相違点は

① 人文学部の帰国子女特別選抜に お い て， 出願資格

を一部変更したこ と 。

④ 理 学部の 数学科 にお いて， 帰国子女持別 選抜 を 実

施す ること と したこ と ， 及び地球科学科 にお いて，

学力検査実施教科・手｜目を一 部変更したこと。

② 教育学部 にお いては ， 情報教育課紅の 設置 に伴い，

所要の 幣備 を 行うと と も に検特i内容を 一部変更した

こと ， 並び に美術実技 の 検先内容等 を 一 部 変更した

こと 。

③ 経済学部の推薦入y：， 帰国子女・社会人特別選抜

⑤ 工学部の全学科に お い て， 推薦入学を実施するこ

ととしたこ と 。

な お ， 第 2 次の 学力検夜等 の 日程， 試験場及び出願

手続等 の 細目 を 記y践 し た学生募集要項 については ， 本

年 1 0 月 末頃 に発表す る 予定です。

- 3 -
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1. 学部・学科等の内容及び入学定員

学 部

人文学部

教 育学部

経済学部

理 学 部

工 学 部

メE当コ、

- 4 -

学 科 ・ 課 程 入学定員 専 攻 ， 講座又は学 科 目

人 文 学 科 9 5 履 哲学， 日本史学， 東洋史学， 西洋史学， 考古学，
｛彦 人 文地理学 ， 文化人類学 ， 言語学， 文化構造論
コ

国語国文学， 朝鮮 語朝鮮文学， 中国語中国文学，
歪回五目 学 文 学 科 9 5 英 語英米文 学 ， ドイツ 語 ドイツ文学．ス ロシア 語ロシア 文学 ， 比較文学

国語， 社会， 数学，理 科 ， 音楽， 図画工作， 体育，
成課程

二」出 専 家庭 教 育学 教 育心酔

中学校教 員 養成課程
攻 国語， 社会， 数学， 開科， 音楽， 美術， 保健体育，

教
家庭， 技術， 英語

養護学校教 員養成課程 科 ｜特殊 教 育

幼稚 園 教 員 養成課程1 3 0 幼稚園教 育

情 報 教 育 課 程 4 0 x 'i教 育情報， 環境情報

忌コ 経 済 学 科 1 4 4 理論経済学， 比較経済論， 政策科学， 応用経済学

間！ 経 営 学 科 1 2 4 経営学， 応用経営 ， 管理 科学
主ス 経 営 法 学 科 1 0 2 基礎 法 ， 民事法 ， 企業関係 法

夜 コ 経 済 学 科 2 0 理論経済学， 比較経済論， 政策 科学 ， 応用経済学

間l 経 営 学 科 2 0 経営学 ， 応用経営 ， 管理 科学

主ス 経 営 法 学 科 2 0 基礎 法 ，民事法 ， 企業 関係 法

数 学 科 4 3 代数学及び幾何学， 解析学， 数理統計学，
応用解析学及び電子計算機論

物 理 学 科 4 7 固体 物理学， 量子 物理学 ，結晶物理学 ， 電波物理学，
レー ザ 一 物理学

イヒ 学 科 4 3 物理化学， 構造化学 ， 分析化学， 有機化学 ， 天然物化学

生 物 学 科 3 5 形態学 ， 生 理学 ， 細胞 生 物学 ， 環境 生 物学

地 球 科 学 科 3 2 地殻構造学， 地殻進化学， 陸水学， 雪氷学

電 気 工 学 科 5 6 電気理論， 電気機器学 ， 電力工学 ， 通信工学， 制御工学

工 業 化 学 科 5 0 有機工業化学 ， 有機 合成化学 ， 無機工業化学，
応用物理化学 ， 環境化学

金 属 工 学 科 4 3 金属材料学， 金属加工学 ， 鉄冶金学， 非鉄冶金学

機 械 工 学 科 5 6 材料力学 ， 機械力学 ， 流体工学，熱工学， 動力熱工学

生 産機 械 工 学 科 45 切削加工 ，工 業計測， 塑性加工 ， 制御機器

化 学 工 学 科 46 反応工 学， 拡散単位操作， 機械的単位操作， 輸送現象

電 子 工 学 科 4 6 基 礎 電子工学， 応用電子工学， 電子素子工学 ，
電子園路工学

共 通 講 座 一 応用物理学， 応用数 学 ， 情報処理

計 1 4 0 2 
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2. 入学者選抜方法等， 第2次の学力検査実施教科・科目及び共通第1次学力試験の受

験を要する教科等

別 表 I • II・皿のとおり
なお，推薦入学者の選抜方法．帰国女子・社会人等の 特別選抜方法については別表W・V • VI参照

の乙と。
3. 学生募集要項（細目）の発表

募集人員，出願手続・期日，第 2次の学力検査等の実施期日，試験場等の細目を記載した学生募集
要項は，10月末頃lζ発表の予定である。

ただし，推薦入学，帰国子女・社会人特別選抜（共通第1次 学力試験を課さない選抜）学生募集要
項は9月下旬頃に発表する予定である。

郵送にて募集要項を 請求する場合 は ，本要項の6.募集要項の請求方法を参照する乙と。
4. 共通第1次学力試験及び第2次の学力検査の配点

学一部一（学一一科 一・一課一程一ア 教～～科～ ＼等 区 分 国 語 社 会 数学 理科 外国語検実技査小論文 小計 合計
人 文 学 部 共第通第21次次 200 100 200 100 200 800 1,200 200 200 400 

小養幼護稚
学学園

校 校教
教教

員
員員

養
養 養

成
成 成課課課程程程

共通第l次 200 100 200 100 200 800 1,200 
教 第 2 次 (200) (200) (200) 200 400 

中
（国

学 語校，教社員会養，成
専
英課語攻

程） 共通第l次 200 100 200 100 200 800 1,200 育 第 2 次 (400) (400) 400 
中

（数
学学校，教理員

技
科養

術，成
専
家課庭攻

程） 共通第1次 200 100 200 100 200 800 1,200 
学 第 2 次 (400) ( 400) 400 

中音学楽校
保，教健美員術体

養
育，

成
専
課

攻
程 共通第l次 200 100 200 100 200 800 部 第 2 次 400 400 1,200 

情 報教 育 課 程 共第通第1次 200 100 200 100 200 800 1,200 2 次 (400) (400) (400) 400 
経 経経済営学法科学科， 経営学科， 共第 通第1次100 50 100 50 100 400 700 

済 （昼間主コー ス ） 2 次 (300) (300) 300 
学 経経営済（ 法夜

学 学科間科主， 経
コ
営
ー
学

ス
科
）

， 共第通第21次次 200 100 200 100 200 800 部 一 800 
数 学 科 共第通第2l次次 200 200 100 200 700 1.100 

理 400 400 
物 見l. 学 科 共第通第2l次次 200 100 200 100 200 800 1,400 200 400 600 

←ーーーー 共第通第2l次次学 イヒ 学 科 200 100 200 100 200 800 1,200 200 200 400 
生 物 学 科 共第通第21次次 200 100 200 100 200 800 1,600 部｜ 400 400 800 
地球 科 学 科 共第通第2l次次 200 100 200 100 200 800 1,200 (200) 200 (200) 400 

工 学 部 共通第1次次 100 100 100 100 400 800 第 2 200 200 400 
（注） （）内は選択新特示す。

5. 定員一部留保第2次募集の配点

共通 第 1 次 学 力 試 験
国 語｜社 会 ｜ 数 学 ｜ 理科 ｜外国語
200点I100点 I 400点I 200点 I 200点

学 部・学 科 計A口

理学部物理学科 1, 1 0 0点

5 一
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別 表 I

昭和例年度富山大学入学者選抜方法等

第 2 次 の 学 力 検 査 等 推 薦
選抜方法等

実技検 査等 2 段 階選 抜 入学定 員の一部につい て， 出身
学力検査を免除し調査書を主な

主として，調査第l F卸皆の選抜 実
第2次 書 の 内容と共通

による合格者数

の学力 第1次学力試験 第2次学力 第2次学力
検 査を 実技検 面 接 小論文 の 成績により第 検査を免除 検査を免除
課する 査を課 を課す 1段階 の選抜を 定 員tζ し

1次
， 共
学

通
力
第
試

し， 共通第 実技検する を行う る 行い ， そ の合格対する そ の 他 l次学力試査を課
者につい て更 に 験を課する 験をも免除倍率 する

学部・学科名 必要な検査 等を する

人

教

育

学

部

経

済

学

部

理

学

部

工

行う

文 学 部 。 × × × × × × × × 

小学校教員養 成課程
養護学校教員養成調呈 。 。 × × × × × x × 

幼稚園 教員養 成課程

中学 校教員養 成課程
（国語， 社会， 数学， 。 × × × × × × × × 
理科， 家庭， 技術，
英語専攻）

中学校教員養 成課程
（音楽， 美術 ， × 。 × × × × × × × 

保健体育専攻）

情報教育課 程 。 × × × × × × × × 

経済学科 ，経営学科 ，
経営法学科 。 × x × × × × × 。

（昼間主コース）

経済学科 ， 経営学科
経営法学科 × × × × × × × 〉イ 。

（夜間主コース）

数 学 科
化 学 科 。 × × × × × × × × 
地 球 科 学 科

物 理 学 科 。 × × × × × × × × 

生 物 学 科 。 × × 。 × × × × 〉く

学 部 。 × × × × × × 〉ι 。

備 考 1 .  調 査書 に③標示を希望する。 （入学者選抜方法 の研究資料と して利用するため。）

× 

× 

× 

× 

× 

× 

》く

× 

× 

〉く

〉く

2. 理学部 物 理学科 の定員一部留保第2次募集 で は ，第2次 の学力検査は行わず， 共通第1次学力
試験 ， 調査書 及び健康診断を総合して判定する。
3. 欠員の補充の方法等 は ，10月末頃に発表予定の学生募集 要項に記載する。

- 6 一
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入 学 定員一部留保第2次 募集
学校長の 推薦lζ基づき，

帰国子女，
入学定員の一部についてあら かじめ乙れを

資料として判定する 留保し，乙れについて第2次募集を行う

技 検 査 等 社 会 人の 実 技 検 査等 第2次の
推薦入学 ための 特 学力検査 備 考

募集人員 別の 選抜 第2次 第2次
c欠の員方法の等補予言， 

等の日 程
面 接 小論文 （又は比率） の 学力 実技検 面 接 小論文 募集人

を課す その 他 検査を 査を課 を課す 員（又
を行う る 課するする を行う る は 比率）

帰国 社会人子女
× × × × 。 。 × × × × × 3月5日（日）

3月5日（日）
× × × × × × × × × × × 3月6日（月）

× × × × × × × × × × × 

× × × × × × × × × × × 3月5日（日）

× × × × × × × × × × × 

（下記参照）
。 。 × 19 名 以内 。 × × × × × × 

。 × 20名 程度 × 。 × × × × × 

〉イ × × × 。 × × × × × × 

× × × × 。 × × × × × 12名 3月5日（日）
ノ〈 x × × 。 。 × × × × × 

。 。 × 各定学員科7)5の勉入以学戸 × × × × × × × 

一 7 -
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別 表 E

昭和64年度富山大学入学者選抜学力検査実施教科・科目

教 育 学 部
学部（

課
学

程
科・

）名 小養
学
成

校
課教 程
員 中学校教員 中学校教員 中学校教員養 成課 程 養 成課 程 養 成課 程

人文学部
養員
護養

学
成課
校
程教 情課報教 程

育科 （国語， 社（数学
庭

， 理 （音楽， 美
会攻）

， 英語専科 家 術
専

， 保健体
目 幼養稚 成園

課 教 程
員 技術専攻） 育 攻）

数

出題教科・科目名 等 出題 受験 出題 受験 出題 受験 出題 受験 出題 受験 出題慢験

国 語

数学

理科

外国語

芸 術
保 健
体育

メ�

科 目科目数科目科目数科目科目数科目科目数科目科目数科目
国 回宝五目 。 2 。

。 。
。 同ト国 語 II 。

一代数・ 幾 何 。 2 1 0 。
。基 礎 解 析 。

一 「万一
2 一 同ーーーーーーーーーー 一

代数・ 幾 何
語国

教科 教科トーーーーーーーーーー 一
基 礎 解 析

一
〆至国ロ戸五日、

ヤー『ーーーーーーーー

学数
一

微分・ 積 分
確率・ 統 計 学数
物

ヤーー『－ ． トーーー・ーー－ ． 
理 ． 

外
主
外国五

ヤーーーーーーーーー・ 炉－・E・－ー戸’ 一
化 学 外 三日国五0 』ー一ーーーーーーーー 三国五

一
生 物 '--" 、、，，

一
地 学 、、J の の
英 語 E 。 I｝� 。 ｜ の

か
ちう教科
を

1 R子 。
。

。
英 語 E B 。 LQ__ 。トーーーーーーーーー『

り り ヤー司ーーーーーー・・ド イ ツ 語 。
朝 鮮 語

ら選択一 トーーー一一ー
。 教科

を
科教

を中 国 語 。 他
は

ト一一一一ーー

ロ シ ア 語 。 一 一 一 ドーーー幽圃－

選択一 択選音 楽実 技 。 。

属美 術実 技 。
一 h一一－

。
体育 実 技 。 。

論 文
計 8 4又は3 9 3 4 2 4 2 6 

備考1. 0は必ず受験しなければならない科目を，Oは選
択科目を示す。

2. 教育学部の 実技検査の 内容
(1) 小 学校教員養成課程， 養護学校教員養成課程及び幼稚園 教員養成課 程

音 楽 ① 楽器又は歌唱による 自由曲演奏
楽器は和楽器を除く， 管・弦・鍵盤楽器いずれも可

歌唱は 音楽I程度までの歌曲
② 音楽能力検査

音楽Iの程度までの範囲
美 術 表現力検査（平面及び立体）を行う。

- 8 -

科目数

三n国五0 
． 

学数
． 

語〉
外国

の

り

科教
を

選択

2 

経済学部
（昼間主コース）

出題 受験
科目科目数

一

0一
10 
一

1 
戸圃園田園・・－・圃

ドーー四F・・E・E・－ 2 
ドE・E・－・E・－教科ド
トーーーーー－・E・－

学（数語イ'/ 炉ー－

1－ーー一一一ーーー

科
は

白
2科 ） 目
1 

� 
。

外
語国か

ちう

一

英
語

科

は

目
2教キ

選
を
ら
1 
キ

・択

5 2珂1.1
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工 学 部

電気 工学科

機械工学科
金属工学科

数 学 科 物 理学科 化 学 科 生物学科 地球科学科
生
学

産機械
科
工

工業化学科

出題 度験

科目科目数

ドー－・E・－－－

。
2 i© 。

I© 。 4 
。

一

一

トーーー一一一ー
ドー－

6 6 

出題

科目

一

。
。

一

一

。

ドー一一一一一

一

炉ーーーーーーーーーーー

ヤーー司ーーーーーーー
＞－－』ーーーーーー一司

一

一

い一一ー一一ー
1--一一一ー

3 

受験

件目聖

2 

3 

電子工学科

出 題 受厳 出 題 陵験 出 題 受験 出 題 度�

科目 科目数科目 同日数科目 科目数 科目 科自動

一 トーーーーーーーー『 ドーーー回・－・ 一

。
。 2 

。
。

』一一一一ー 「モア 円� 2 

一 一 教
科

一 一 ト一一一一 ←一一一一一
一 一 ド一一一ーー

学
数 トーーーーー司Fーー

� 
。 ． 。

直二 巨子 外国語 一 1 
ドーーーーーー－司．

。 。
一

の
。炉ーーーーーーーーーー 一 一
。一 一 一

らよ
トーーーーーーーーーー 一 1り一

ドー・・ーーーーー・・ 一 一 教
科科

1 一

ドーーーーーーーーー・ ドー一一ーーーーーー 一

科
2

を
目一

ドーー一ーーー司圃 トーーーーーーーー 及
目選

択一

ドーーーー－・E・－ ヤーー・』ーーーー・ 一び 一

。
3 3 5 2 8 3 3 3 

体 育 基礎運動能 力について検査 す る。

出 題

科目

ドーーーーー・・ーー

。

「否一

トーーーーーーーーー

区

ド－・E・E・－

ドー－『E・E・－

ドーーーー唱圃E・・

一

一

一

3 

(2 ) 中学校教 員 養成課程の音楽 ， 美術及び保健体育専攻
10月末頃 発表予 定の学生 募集要項 で 発表 す る。

摘 要
化学工学科

受験 出 題 受 験

科目郵 科目 科目数

』圃・・－・E・－ ） 解
同
答

試
さ
験

せ
時

る
間
。

内に

2 
。

2 ） 解
同
答一試さ

験
せ

時
る
間
。

内iζ
「δ一 ） ；�「 γ解ト

日 一「 一t 哨一試鵡 蹟一

う

答
確
ち

率
統

きせ

計
・ 統

は

る
計
除

。
J

く
の
。トー一一一ー

1 L♀O 一
ヤE・E・－・E・－

一 ） 解
同一試験

せ
時抗

答き る。
一
一

一

一

一

一

3 4 3 

3. 第2 志望の選択

教育学部志願者について
第 1志望の受験科目（ 実技検査を除く） が ， 他の課程又は専攻の指 定す る科目と

同じであ る場合のみ第2 志望を認め る。
ただし， 中学校教 員 養成課程及び情報教育課程を第 1志望と す る者は ， 小学校，

養護学校及び幼稚園教 員 養成課程を第2 志望と す るととが で きない。

9 -
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別 表 IV-1

推 薦 入 学 者 の 選 抜 方 法

実施学部・ 経済学部……ー・…経済学科・ 経営学科・ 経営法学科

学科名 昼 間 主 コ ス 夜 間 主 コ ス

募 集人 員 19名以 内 （定員内） 20名程度（定員内）

選 抜 却j日 昭 和 63年1 2 月 4 日 （ 日 ） 昭 和 63 年 1 2 月 4 日 （ 日 ）

入学者の選抜は ， 共通第1 次 学力試験 及 入学者の選抜は， 共通第1 次学力 試験 及

び第2次 の学力検査 を免除 し ， 推薦書， 調 び第2次 の学力 検査 を免除 し ， 推薦書 ，調

選 抜方法
査書， 志 願 理由書， 小論文， 面接及 び健康 査 書 ， 志 願理由 書， 小論文， 面接及 び健康

診断の結果 を総合して判 定する。 診断の結果 を総合して判定する。

なお ， 小論文作成のための資料には英 文

が含ま れる。

昭和63年11月14日（月） 昭和63年11月 14日（月 ）
出 願 期 間

昭和63年11月19日（土） 昭和63年11月19日（土）

高等学校の専門教育 を主とする学科（ し、 高等学校を昭和64 年 3月卒業見込みの就

わゆる職業科 ） を昭和臼年 3月卒業見込み 職内定者で， 人 物 ， 学力 ， 健康において優

の者で ， 次 の 各号に該当する者 れ ， かつ， 勉学意欲が旺盛であり ， 高等 学

出 願 資 格
( 1) 人 物 ， 学力 ， 健康において優れ ， かつ ， 校長が責任 をもっ て推薦する者

勉学意欲が旺盛であり ， 高等 学校長が責

任 をもって推薦する者

(2) 高等学校の最終年次における成績 が所

属学科の上位1 0�ぢ以内の者

そ の 他 推薦人員は1高等 学校につき 2 名以 内
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別 表 IV- 2 

推 薦 入 学 者 の 選 抜 方 法

実施学部・学科 名
電気工学科・工 業化学科・金属工学科・機械工学科・

工学部・・・
生産機械工学科・化学工学科・電子工学科

募 集 人 員 各学科の入学定員の5 �彰以内

第1次選考 昭和63年11月 24日（木）
選 抜 期 日

第 2次選考 昭和63年 1 2月 7 日（水）

入学者の選抜は， 共通第 l次 学力試験 及 び第 2次 の学力検査を免除 し次のとおり

行う 。

選 抜 方 法
(1) 第l次 選考は， 推薦書， 調査書 及 び志 願 理 由書により行う 。

(2 ) 第2次選考は， 第l次選考lζ合格した者について， 小論文及び面接を課し， 推

薦書 ， 調査 書，志 願 理 白書及 び健康診断の結果を総合して判定 する。

昭和63年11月14日 （月）

出 願 期 間

昭和63年11月19日（土）

高等学校の工 業に関 する学科を昭和6 4年3月卒業見込みの者で， 次 の各号K該当

する者
(1) 高等学校における調査書の学習成績 概評がA段階の者

(2) 人物 ， 学力， 健康におい て優れ， か つ， 勉学意欲が旺盛であり， 尚等 学校長が

責任をもっ て推薦 する者
出 願 資 格

そ の 他 推薦人員 は 1 高等学校につき， 募集 する学科どとに1 名までと する。

ワ』
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別 表 V- 1

帰国子女等の特別選抜方法

実施 学部・ 学科名 人 文学部…………………人 文 学科・語 学 文 学科

募 集 人 員 若干名（ 定員内）

選 抜 期 日 昭和63年1 2月 7日（水）

入 学者の選抜は， 共 通 第l次 学力 試 験及び第2次 の学 力 検査を免除 し， 書類審査 ，

小論文， 面接及び健康診断により行う。

なお， 小 論 文 及び面接は， いず れも日本語により行う。
選 抜 方 法

昭和63年11月14日（月）
出 願 期 間

昭和63年11月19日（土）

日本の国籍を有 する者で， 次 の(1）又は（2）のいず れかに該当する者。 ただし， 渡航
理由が保護者の海外勤務等の事情による者lζ限る。
(1) 外国 にお いて学校教育における1 2年の課程 （日本 における 通 常の課程による学

絞教育の期聞 を 含む。）を昭和6 2年(1987年）4 月 1日から昭和64年( 1989年）3 

月31日までに卒業（修了）した者及び卒業（修了）見込みの者

出 願 資 持
ただ し， 外国において最終の学年を含めて 2 年以上継続して学校教育を 受け て

し、る乙と。
なお， 外国iζ設置 さ れたものであっても， 日本の 学校教育 法iζ準拠した教育を

施している学校iζ在学した者につ いては， その期聞を外国 において学校教育を受
けたものとはみなさ ない。

(2) 外国Kおいてスイス民法典iζ基づく財団法人である国際ノイカロレア事務局から
国際パカロ レア資格証書を昭和6 2年(1987年）及び昭和63年 (1988年）Iζ授与 さ
れた18歳以上の者

そ の 他

内ペ叫
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別 表 V- 2

実施学部・学科名

募 集 人 員

選 抜 期 日

選 抜 方 法

出 願 期 間

出 願 資 格

そ の 他

- 1 4  -

品同ーチ 報

帰国子女等の特 別 選抜方法

経済学部
....・H・...・H・……経済学科・経営学 科・経営法学科

「昼間主コースj

若干名（定員内）

昭和63年12月 4 日（日）

第297号

入学者の選抜は， 共通第1次学力試験及び第2次の学力検査を免除し， 書類審査，

小論文， 面接及び健康診断の結果を総合して判定する。

昭和63年11月14日（月）

昭和63年11月19日（土）

日本の国籍を有する者で 次の（1）又は（2）のいずれかに該当する者

(1) 外国において学校教育における12年の課程（日本における通常の課程による学

校教育の期聞を含む。）を昭和62年(1987年） 4月 1 日から昭和64年(1989年）

3 月31日までに卒業（修了〉した者及び卒業（修了）見込みの者

ただし， 外国において最終の学年を含めて2 年以上継続して学校教育を受けて

いるとと。

なお， 外国に設置されたものであっても， 日本の学校教育法iζ準拠した教育を

施している学校K在学した者については， その期聞を外国において学校教育を受

けたものとはみなさない。

(2) 外国においてスイス民法典に基づく財団法人である国際パカロレア事務局から

国際パカロレア資格証書を昭和62年（ 1987年）及び昭和63年（ 1988年） IC授与

された18歳以上の者
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別 表 V-3

帰国子女等の特別選抜方法

実施学 部・学科 名 ｜ 理 学 部…...・H・－－……数 学科・物 理学科・化学科・生物学科・地球科学科

募 集 人 員 ｜ 各学科若干名（定 員内）

選 抜 期 日 昭和63年1 2月7日（水）

入学者の選抜は， 共通第1次 学 力 試験及び第2次 の学 力 検査 を免除 し， 書類審査 ．

小論文， 面接及び健慶診断』とより行う。

選 抜 方 法

昭和63年11月14日 （月）

出 願 期 間 ｜ \ 
昭和63年11月19日（土）

出 願 資 格

日本の国籍を有 し， 外国の教育を受けている者で次 のいずれかに該当し， 昭和64

年 3 月31日現在満18歳以上の者

(1) 外固において学校教育における12年の課程（日本におけ る 通 常の課程による

学校教育の期間を含む。） を昭和62年 4 月 1 日から昭和64年3 月31日までに卒業

（修了） した者及び卒業（修了） 見込みの者。 ただし， 外国において最終の学

年を含めて 2 年以上継続して学校教育を受けている乙とを必要とする。

なお， 外国K設置さ れたものであっても， 日本の学校教育法に準拠した教育

を施している学校κ在学した者については， その期間を外国において学校教育

を受けたものとはみなさ ない。
(2) スイス民法典に基づく財団法人である国際パカロレア事務局から国際パカロ

レア資格証書を昭和6 2年及び昭和63年に授与 さ れた者

そ の 他

にJ
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別 表 VI - 1 

社会人等の特 別 選抜方法

実施学部・学科 名 人文学部…………...・H・－－人文学科・語学 文学科

募 集 人 員 若干名（定員 内）

選 抜 期 日 昭和63年1 2月 7日（水）

入学者の選抜は， 共通第1 次 学 力 試 験を免除し， 書類審査， 外国語， 小論文， 面

接 及び健康診断iとより行う。

選 抜 方 法
な お， 外国語は「英語・ ドイツ語・ 朝鮮語・中国語・ロシア語」の中からl科目

選択する乙と。

昭和63年11月14日（月）

出 願 期 間

昭和63年11月19日（土）

昭和64 年 3 月31日までに満 23歳に達し， 社会人の経験を5年以上有 する者で ， 次

の いずれかに該当 する者
(1） 高等学校を卒業した者

(2) 通 常の課程による1 2年の学校教育を修了した者

(3 ) 大学入学資格検定試 験合格者

出 願 資 格 (4) 旧制諸学校の卒業者 又は中途退学 者 で， 文 部 大臣の定めると乙ろによって

大学入学資格を有 する者

ただし， 定職をもち， 定時制・ 通信制の 高等学校に在学 した期間は， 社会人
の経験期聞に含める。

そ の 他

po
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別 表 VI - 2 

社会人等の特 別 選抜方法

実施学部・学科名
経済学部………………経済 学科・経営 学科・経営法学科
「夜間主コースj

募 集 人 員 20名程度（ 定員内）

選 抜 期 日 昭和63年 1 2月 4 日（日）

入学者の選抜は， 共通第l次学力 試 験 及び第2 次 の学力 検査を免除 し， 書類審査，

小論文， 面接 及び健康診断の結果を総合して判定 する。

選 抜 方 法

昭和63年 11月14日（月）
出 願 期j 問

昭和63年 11月19日（土）

I 大学入学資格問し かつ 問l)X出2…れかもて該当する者
(1) 勤労者に ついては， 高等学校を昭和63年3 月以前に卒業した者及び乙れに準ず

る者文は昭和64年3 月に高等学校の定時制又は通信制課程を卒業見込みの者で ，

人 物， 学力， 健康において優れ， かっ， 勉学意欲が旺盛であり， 職場長の推薦す

る者

出 願 資 格 (2) その他の社会人に ついては， 高等学校を卒業した者及びζれK準ずる者で， 昭
和64年 3 月3 1日現在年 齢満 23歳に達している者で ， 人物， 学 力 ， 健康において優
れ， かつ， 勉学意欲が旺盛であり， 出身学校長等の推薦 する者

そ の

ワd
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別 表 VI - 3 

社会人等の特別選抜方法

実施学部・学科名｜ 理 学 部...・H・.....・H・－－生 物学科

募 集 人 員 ｜ 若干名（定員内）

選 抜 期 日 昭和63年1 2月7日（水）

入学者の選抜は， 共 通第l次 学 力 試 験及び第2次 の学 力 検査を免除 し， 書類審査

小論文 ， 面接及び健康診断により行う。

選 抜 方 法

出 願 期 間

昭和63年11月14日（月）

昭和63年11月19日（土）

昭和64年3 月31日までに年齢満 23歳に達し， 社会人の経験 を5年以上（庄）有 す

る者で， 次 のいずれかに該当 する者
(1) 高等学校 を卒業した者

(2) 通常の課程による1 2年の学校教育 を終J’した者

(3) 学校教育法施行規則第69条の規定により高等学校 を卒業した者と同等以上の学

出 願 資 格｜ 力 が あると認められる者

（注） 定時制・ 通信制及び夜間部等の学校の 在学期間は， 社会人の経験期聞に含

める。

そ の 他

oo
 

’EA
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昭和63年度民間等と の共同研究一覧

委託機関の名称 研 究 題 目 受予定期間入 受人数入 大の
学官の職研究・代氏表者名 歳入（単位千円）

区申請分
直接経費研究料 言十

金属材料の熱間鍛造に 昭和63年 5月 工 学 部
目撃化 学 （楠 おける潤滑剤の開発

1 
教 授 時津 貢 600 400 1,000 A 

昭和64年 3 月

白馬プラスチッ
気

各種

研
体合の透

成
樹過機脂構膜に

に関
よする 昭和63年 5 月 工 学 部

ク ス 工 業 側
1 

教 授 笹倉 蕎介
800 400 1,200 A 

る 究 昭和64年 3 月

半導体磁気セ ン サの研 昭和63年 5 月 工 学 部
北 陸電気工業（附 1'E 1 

教 授 龍山 智栄 1,000 400 1,400 A 
昭和64年 3月

電
素

高誘
体

子
電を率用セいた

ラ
E
ミ ｛表

ク誘示 昭和63年 5 月 工 学 部
北 陸電気工 業（楠 1 

教 授 宮下 和維
1,000 400 1,400 A 

の研究 昭和64年 3 月

酸
温

研

化度物と格超伝子導定数体の
に臨閑す界 昭和63年 5 月 教 養 部

北陸電力（柑 1 
教 授 森 克徳

1,600 400 2,000 A 
る 究 昭和64年 3 月

石川島播磨 精密
じ
押

溝
出し加

成
工による 昭和63年 5 月 工 学 部

重 工 業 （附 qね1E れ の 形法の研
教 授 時i事 貢 1,000 400 1,400 A 

昭和64年 3月

セラミックス薄
ゲ 膜（金 昭和63年 5 月 工 学 部

立山科学工業側
研

属
究
コ ーティ ン 用）の 1 

教 授 宮下 和雄
1,000 400 1,400 A 

昭和64年3 月

立山アルミニウ 判びl表出形面
し
村品の寸の法向精上度を及目 昭和63年 5月 工 学 部

ム 工 業 （附 的と た 判質l出用タイス 教 授 時i事 賞 600 400 1,000 A 
の開発 昭和64年 3月

インハー
フ
タを応用した 昭和63年 5 月 工 学 部（附イチ カ ワ アクテ

形
ィ フィルタに

教 授 藤田 宏 1,000 400 1,400 A 
よる波 改善の研究 昭和64年 3月

F Aシステムの 対
プ

話i�＇l
グ

J 昭和63年 6月 工 学 部立 山 マ シ ン（附 シーケンサーの ロ 1 
教 授 米国 政明 1,000 400 1,400 A 

ラム開発 昭和64年 3 月

アルミ容
そ
総の

価
冷膜性能 昭和63年6月 工学 部武内プレス工業附 分析と の評 につい 1 

教 授 宇佐美四郎
400 400 800 B 

て 昭和64年 3月

曲変化物起伝導体の線材 昭和63年 6月 地域共 同 研究セ ン ターサ ン エ ツ 金属（柑 化に闘する研究
1 

助 教授 池野 進 400 400 800 B 
昭和64年 3 月

有限要素法によるj）＆動 昭和63年 7月 工学 部品団理化工業淋） 系の解析
1 

教 授 加川 幸雄
100 400 500 B 

昭和64年3月

ハヨ
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人 事 異 動

異動区分 発令年 月 日 氏 名 異動前 の 所属官職 異 動 内 ’合T与，
任命権者

採 用 63. 7 . 4 力日 藤 隆 司 技術補 佐員（経理部主計課 ） 富山 大 学長

II 島 清 II II 

II 上 野 毅 稔 II II 

II 彼 谷 年 恵 事務補佐買（経理部経理 課 ） II 

II 高 域 政 信 技能補佐員（施設課機械操作手） II 

II 黒j畢 浩 子 事務補佐員（教育学部 ） II 

II 杉 本 昭 二 臨時用 務 員（工学部作業 員 ） II 

昇 任 63 8 .  1 小 島 i雨 助 教授（経 済学部） 教授（経済学部 ） 文 部 大 臣

退 職 63. 7 . 24 本 回 善 彦 事務補佐員（附属図書館 ） 昭和63年7月23日限り退職した 富 山 大学長

II 藤 木1爾コ郎 II II II 

63. 8 . 1 坂 林 梅 松 臨時用務員（経済学部作業員） 昭和田年7月31日限り退職した II 

II 金 回 千 果 教務補佐員（教養部 ） II II 

百平 1哉 63. 7 3 1  遠 藤 江里子 事務補佐員（附属図書館） 辞職を承認する II 

学 内 諸 報

海 外 渡 航 者

渡航の 種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自句 期 問

外 国 出 張 第 1 2 回国際低温工 学会議に 出
63 7. 1 0  

教育学部 教 授 永野 日L 連合王国 席 63 7. 1 7  

ドイ、ソ 連邦共和 国 第 24 回 高エネルギ一物理 学園
63 7. 3 1  

理 学 部 助教授 平山 実 スイス 際会議 出 席及び資料収集 63. 8. 18 

第 4 回磁気 お よ び磁性材料・ 63. 7 10 
工 学 部 助 手 高橋 隆一 カ ナ夕、、 応用磁気合 同国際会議に出席

並びに研究資料の 収集 63 7. 18 

超塑性 と 超塑性成形国際会議 63 7.  30 
II 助 教授 松木 賢司 アメ リ カ 合衆国 に 出 席及び研究資料の 収集 63. 8 11  

- 20 
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海外研修旅行
教育学部 助 手 丸山 茂徳

II 助教授 丹羽 洋介

II II 長谷川総一郎

経済学部 II 菊田 健作

理 学 部 II 松島 房和

II Eカ 手 酒井 英男

II 教 授 佐藤 清雄

II 助 教授 庄子

教養部 教 授 ＊尾野逸作

II II 藤井 昭二

II II 塚崎 幹夫

II 助教授 石川 義和

取 得 者 工学部 助手 春山義夫

学 位の 種類 工学 博士（京都大学 ）

取得年月日 昭和63年 7月23 日

学 報 第297号

アメリカ 合衆国 広域変成岩の 共 同研究 と 中国
63. 7. 1 

中華人民共和 国 の地質調査 63. 10 .  3 1  

イタ リ ア
63. 7. 7 

壁画技法の研究スイス 63. 8. 10 

ハン カ、リ一国際彫刻展に 出 席 63. 7 .  31 
ハン 力、、IJー 及び ハン ガリ ー の 美術教育 ，

教育事情の視察 63. 8. 16 

ゲー ム理論に 関 する会議 に 参 63. 7. 5 
アメリカ 合衆国 加 及び研究調査 63. 7. 18  

第 1 1 回 原子物理学 国 際会議 63. 7. 2 
フラン ス (ICA PXI)に お い て 研究成果

発表 の ため 63. 7 .  11 

北米に お ける古地磁気強度の
63. 7. 1 1  

アメ リ カ 合衆国 研究 の ため 64. 5. 10  

ドイツ連邦共 和 国 「磁気 に 関する国際会議」他 63. 7.  14 
ベルギー において研究発表及び研究資
フラン ス 料の 収集 63. 7.  29 

ニ ュ ー ヨー ク 州立大学 パッフ
63. 7.  14 

アメリカ 合衆国 ア ロ ー校の 氷コアー研究所に
お い て コアー 解析の協 同研究
を行う

63. 9. 16 

「 コ ン テ ク ストの視点か ら み 63. 7. 2 
アメ リ カ 合衆国 た文 化 の 諸要素 と 言語の 相

関」の研究資料収集 の ため 63 7.  31 

中国 大 陸 と 日 本島弧の 海水準 63. 7.  10 
中華人民共和 国 変化 と 第四系列の 比較研 究 の

ため 63. 7.  24 

フラン ス ロ ジェ ・ カイヨ ワ の 「美の 全 63. 7.  10 
ドイ、ソ連邦共和 国 般に 関 する美学 」 （ 1962年 ） に

連 合王国 つい て の研究調査 と 資料収集 63. 8. 1 

ドイツ連邦共和 国
「結晶場 と 重いフェ ル ミオン 63. 7. 14  

物理 に 関 す る第 6 回 国際会ベルギー
議」に お い て 研究発表及び研フラン ス
究 資料の収集

63. 7. 29 

学位取得者

学 位論文 名 スラスト軸受の動特性に 及ぽす潤滑流体

の 慣性力の 影響に 関 する研究

- 2 1  -
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昭和63年度 文部省北陸地区共同事業体育大会

こ の 大 会 は ， 職 員 の 健康の増進 と 相瓦 の 親睦 を 深 め

る た め 毎年行 わ れ て い る も の で， 今年度 は 本学が 当 番

校 と し て 去 る 7 月 29 日 （剣に 開 催 さ れ た 。

競技種 目 は ， バ レ ー ボ ー ル （ 会場 ： 本学第 一 及 び 第

三体育 館 ） と ボ ウ リ ン グ （ 会場 ： ト ヤマ ゴー ル デ ン ボ

ウ ル ） で， 1 3機関 300名 が参加 し て 行 わ れ た 。

本学か ら は ， バ レ ー ボー ル 2 チ ー ム ・ ボ ウ リ ン ク 4

チ ー ム が参加 し ， バ レ ー ボー ル の 部 で見事 A チ ー ム が

優勝 を 飾 っ た 。

な お ， 競 技 結果 は 次 の と お り です 。

バ レ ー ボ ー ル

1愛一 勝 富 山 大学 A チ ー ム

準 優 勝 金沢大学 A チ ー ム

3 位 福井医 科大学 A チ ー ム

福井医科大学 B チ ー ム

ボウリング

1憂 勝 富 山 医科薬科大学 C チ ー ム

i�主 1憂 勝 福井大学 C チ ー ム

3 位 富 山 商船高等専 門 学校 A チ ー ム
4 位 金沢大学 C チ ー ム

5 ｛立 金沢大学 D チ ー ム

学内 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ ソ フ ト ボ ー ル 大会）

本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会体育 部会 ソ フ ト ボ ー ル

班主催 に よ る 昭和63年度部局対抗 ソ フ ト ボ ー ル 大 会が，

6 月 1 3 日 （月） か ら 7 月 22 日 （翁 ま で の 問 富 山 大学 グ ラ ン ド

で実施 さ れ た 。

な お ， 成績 は 次 の と お り です 。

優勝 工学部

次勝 人文学部

A ブ ロ ッ ク

く予選 リ ー グ戦＞

B フや ロ y ク

A B c D 勝 敗

A 学
施 生設 部課｜＼ 。 × × 1 勝

2 敗

B 経附属済図学書部館 × 
へ

× × � 勝
敗

c 庶 務 部 。 。 ＼ × i 勝敗

D 工 学 部 。 。 。 卜＼ 3
。

勝
敗

1 2 3 4 5 勝 敗

1 教 養 部｜＼ × ドζ × 。 目券
ト＼ 2 敗

2 理 学 部 。
I� 

。 0 × 3 勝
敗1 

3 教 育 学 部 ト＼ × ｜＼ 0 × 1 勝敗2 

4 経 理 部 ＼ × × 
I� 

× 。 勝
敗3 

5 人 文 学 部 。 。 。 。 ハ＼ 4 勝
0 �J: 
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く 決 勝 ト ー ナ メ ン ト ＞

工 学l 部

「ム A フ、 ロ ソ ク B フ。 ロ ッ ク

1 位 2 位 2 ｛立 1 位

工 学 部 理 学 部 庶 務 部 人文学部

学内 レ ク リ エ ー シ ョ ン く釣大会〉

本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会娯楽部会釣班主催 に よ

る 昭和63年 度 学 内 釣 大 会 が， 去 る 7 月 30 日 （上）午 後 2 時

30分か ら 富 山 新港 東 防 波堤 に お い て 実地 さ れ た 。

大 会 は ， 晴 天 の も と 1 1 名 の 参 加 者 に よ り 競 わ れ， 釣

り 上げナニ 魚 （ シ ロ ギ ス ） 2 匹 の 合計長 に よ り 入 賞 が決

定 さ れ た 。

イ ン ド ネ シ ア 国 立J 、サ ヌ デ ィ ン大 学長

の来学

富 山 イ ン ド ネ シ ア 友 好協 会 の招 き に よ り 来 県 さ れ た

イ ン ド ネ シ ア 国 立ハ サ ヌ テ ィ ン 大学 フ ァ フ ル デ ィ ン 学

長一 行が， 去 る 7 月 1 3 日 （制大井学長 を 表腎訪問 さ れ た 。

席 上， 本 学 と の 学 術 交 流推進等 に つ い て 意 見交換が行

わ れ た 。

中 国 秦皇 島市友好都市工作団の来学

富 山 市 と 姉妹都市 の 友 好提携 を さ れ て い る 中 国 秦 皇

島 市 の 友 好都市工作団が富 山 市 を 友 好訪 問 さ れ た の を

機 に ， 去 る 7 月 20 日 （水）王 増林団長 外 5 名 の 一行が大

井学長 を 表敬訪 問 さ れ た 。 席上， 学長か ら 本学の概要

が説明 さ れ る と と も に 王 団 長 か ら 日 本 語教 員 派 遣 の 依

絞l が あ る 等和やか な 懇談 の 後， 学 内 の 教育学部附属教

育 実践研究指導セ ン タ 一、 生協， 附属 図 書館 を 見学 さ

れ た 。

成 績 は 次 の と お り です 。

入賞者

一 位 高 臼 正道 （ 経理部 ）

二位 川 崎 博幸 （ 工学部）

三 位 田 中 祥男 （ 施設課 ）

学長室で懇談す る 両学長

附属 図書館 を見学 す る 一行

第 297号
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職 員 j自 ，息

〈電話番号変更〉

人文学部 ・ 理学部

文 部 技 官 田 村 与一

〈住所変更〉

教育学部

助 教 授 室橋 春光

主 要 行 事

明 （ 於 ： 文部 省 ）
本 部 ｜ 1 5 日 庶務部安全パ ト ロ ー ル

20 日 秦皇島市友好都市工作図表敬訪問

7 月 1 日 事務改善委員 会第 3 部会 昭和63年 度 第 2 回 富 山 大 学廃液処理施設運

5 日 人事関係事項説明聴取 （ 於 ： 文部 省 ） 営委員 会

入学試験管理委員 会専 門 委 員 会 2 1 日 部局長 懇談会

7 日 金沢大学辰 口 共 同研修セ ン タ ー 運営協議会 第 2 回 学務 関係係長会議

（ 於 ： 金沢大学 ） 22 日 第 6 回評議会

部 局 長 懇談会 第 l 回 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会

8 日 部課長会議 25 日 係長連絡会

第 6 回学寮補 導委 員 会 26 日 第 1 回動物 実験指針検討委員 会

10 日 第40 回 北陸地区 国立大学体育大会開会式 27 日 第 3 回 事務協議会

（ 於 ： 福井大学 ） 29 日 昭和63年 度北 陸地区共 同 事業体育大会

12 日 第 5 回 評議会 30 日 学 内釣 大 会

第 1 回 学務専 門 委 員 会

第 5 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 5 回 入学者

選抜方法研究委 員 会の合同 委 員 会 人 文 学 部 ｜
第38 回 北 陸三 県 大学学生交歓芸術祭運営委

員 会 7 月 1 日 2 年次学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （第 3 日 ）

13 日 ハサ ヌ デ ィ ン 大学学長表敬訪問 事務連絡会

1 3 ～ 14 日 昭和64年 度 歳 出 概算要求説明 （ 於 ： 文部省 ） 6 日 学部教務 委 員 会

1 3 ～ 1 5 日 昭 和63年度厚生補導研究協議会 紀要委 員 会

（ 於 ： 国 立教育文化会館 筑波分館 ） 8 B 補 導委 員 会

14 日 人事関係事項懇談 （ 於 ： 文部省 ） 1 3 日 予算委員 会

学長記者会見 学部 入学者選抜方 法検討委員 会

昭和64年 度 国 立学校施設整備費概算要求説 19 日 理学部 と の 合 同 教育実習委員 会
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補 導委 員 会

20 臼 大学院委 員 打合せ

教授会

人事教 授 会

人文科学研究科委員 会

22 日 事務連絡会

26 日 授業終了

27 日 特定研究 に 関す る 打合せ会

学

｜ 教 育 学 部 ｜
7 月 1 日 学部 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会

6 日 情報教育 課程運営委員 会

学部補導委 員 会

13 日 人事教 授 会

学部予算 委 員 会

14 日 情報教育 課程運営委員 会

15 日 学部教務 委 員 会

学部教務補導合同委員 会

18 日 附属幼稚園 第 1 学期終業式

19 日 学部図 書委員 会

20 日 特別昇給検討委 員 会

教授会

人事教授会

附 属 中 学校． 附属養護学校 第 l 学期終業式

22 日 学部 入学者選抜方法検討委員 会

23 日 附属小学校 第 l 学期終業式

25 日 情報教育 課松運営委員 会 ・ 同 人事検討委 員

会の合同 委 員 会

26 日 学部予算委 員 会

一
部一

一
学一

一
文月
一

園
、－a’

一

一
経一

7 月 5 日 夜 間 主 コ ー ス 運営委員 会

6 日 経済学部長候補者選挙管理委員 会

7 日 学部補導委員 会

1 1 日 財務委 員 会

夜 間 主 コ ー ス （ 2 年 ） 授業終了

12 日 学部図書委 員 会

13 日 学部 入学方法検討委 員 会

学部教務 委 員 会

人事教授会

報 第 297号

日 本海経済研究所所員 会議

教授会

1 5 日 経済学部長候補者選挙管理委 員 会

16 日 授業終 了

19 日 コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員 会

7 月 1 日 事務連絡会

7 日 学部教務委員 会

1 1 日 学部 入試改善委 員 会

1 3 日 授業終 了

1 4 日 学科主任会議

学科主任 ・ 学部教務 委 員 会 合 同 会議

19 日 人文学部 と の 合同 教育実習 委 員 会

教授会

人事教授会

22 日 事務連絡会

工 学 部 ｜
7 月 1 日 大 門 高 校 P T A ・ 教職員 大学訪問

6 臼 教官要覧編集委員 会

学科主任会議 ・ 学部改革検討委員 会 合 同 会

議

9 日 教授会

1 2 日 紀要委 員 会

13 日 学科主 任会議

選 考委 員 会

14 日 事故対策委員 会． 学科主任会議 ・ 学部改革

検討委 員 会合同会議

18 日 学部教務委員 会

入学試験検討委 員 会

入学試験検討委 員 会専 門 部会

19 日 入学試験検討委員 会

学部図 書委 員 会

20 日 教授会

専 任教授会

21 日 北 陸信 越工業教育協 会富 山 県 支 部総会

25 日 学科主任会議 ・ 学部改革検討委員 会合 同 会

議

28 日 係長連絡会

戸huqL
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29 日 係長事務打合せ会

7 月 4 日 特昇そ の他給与 に 関 す る 委員 会

6 日 教 務委員 会

人事教授会

教授会

1 2 日 夜 間 主 コ ー ス 夏季休業 （ ～ 8 月 31 日 ま で）
13 日 視聴覚教育 委 員 会

補 導委 員 会

将来計画委員 会

1 5 日 夏季休業 （ － 8 月 3 1 日 ま で ）

18 日 予算委員 会

｜ 附 属 図 書 館 ｜
7 月 7 日 第 3 匝 商議会

18 日 係長事務打合せ会

21 日 図 書館業務電 算 化 ワ ー キ ン グ グ ルー プ打合

せ会

22 日 消 防 設備点検

25～ 29 日 昭和63年度 目 録 シ ス テ ム 講 習 会 （ 地域講習

会 ） ／於 ： 金沢大学附属図書館〕\ 富 山大学附属図書館／

報 第297号

保健管理セ ン タ ー

7 月 5 日 眼科健康相談

6 日 耳鼻科健康相談

7 日 第 l 回保健管理セ ン タ ー 運営委員 会

ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー ｜ 
7 月 15 日 国家公務 員 安全週間 に と も な う 安全 パ ト ロ

ーー ／レ

20 日 昭和63年 度 第 2 回 ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー

運営委 員 会

地域共同研究セ ン タ ー

7 月

1 5 ～ 16 日 産学官交流 TOYAMA テ ク ノ フ ォ ー ラ ム
’88 

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課

富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5- 1 8

電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 刊
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